
市区町村名 課室名

電話番号 メール

問１　令和３年８月１日時点の貴地域協議会におけるケース登録数について教えてください。

　　　※登録種別ごとのヤングケアラーの内訳がわからない場合は、要保護･要支援児童ケース登

　　　　録数全体の中で｢ヤングケアラー｣と思われる子どもの総数だけでも回答ください。

登録件数

(令和３年８月１日時点)

うち｢ヤングケアラー｣と

思われる子どもの件数

(令和３年８月１日時点)

※総数

要保護児童ケース登録数 件 件

要支援児童ケース登録数 件 件

特定妊婦ケース登録数 件 件

問２　貴地域協議会では、｢ヤングケアラー｣という概念を認識していますか。

　　(あてはまるもの１つに○)

１．認識している

２．昨年までは認識していなかったが、認識するようになった

３．認識していない　⇒　問６へ

問３　問２で｢１．認識している｣｢２．昨年までは認識していなかったが、認識するようになっ

　　た｣と回答された地域協議会におうかがいします。貴地域協議会では、｢ヤングケアラー｣と

　　思われる子どもの実態を把握していますか。(あてはまるもの１つに○)

※貴協議会において相談受理したケースについて、実態を把握しているかどうかおうかがいします。

１．把握している　⇒　問４へ

２．｢ヤングケアラー｣と思われる子どもはいるが、その実態は把握していない　⇒　問５へ

３．該当する子どもがいない　⇒　問６へ

件

参考資料１－４

市町村要対協調査票　見本

要保護児童対策地域協議会における

ヤングケアラーへの対応に関する実態調査

貴地域協議会の活動状況や｢ヤングケアラー｣と思われる子どもへの対応についておたずねします
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問４　問３で｢１．把握している｣と回答された地域協議会におうかがいします。貴地域協議会

　　では、｢ヤングケアラー｣と思われる子どもの実態をどのように把握していますか。また、

　　いつ確認をすることが多いですか。(あてはまるものすべてに○)

１．アセスメントシートやチェックリストなどのツールを用いている

　ヤングケアラーへの対応に関するアンケート調査２．特定のツールはないが、できるだけ｢ヤングケアラー｣の視点を持って検討･対応している

３．関係機関や関係団体からの報告･指摘があった際に、｢ヤングケアラー｣として対応している

問５　問３で｢２．｢ヤングケアラー｣と思われる子どもはいるが、その実態は把握していない｣と回答

　　した地域協議会におうかがいします。その理由を教えてください。(あてはまるものすべてに○)

１．地域協議会の構成職員において、｢ヤングケアラー｣の概念や支援対象としての認識が不足している

２．既存のアセスメント項目では該当する子どもを見つけにくい

３．虐待などに比べ緊急度が高くないため、｢ヤングケアラー｣に関する実態の把握が後回しになる

４．学校などでの様子を迅速に確認、把握することが難しい

５．介護や障害等の課題に関して、各関係機関や団体などとの情報共有が不足している

６．家庭内のことで問題が表に出にくく、実態の把握が難しい

７．ケアマネやCW、学校の先生などに｢ヤングケアラー｣の概念や支援対象としての認識が不足している

８．ヤングケアラーである子ども自身やその家族が｢ヤングケアラー｣という問題を認識していない

　　　　　　全ての要保護児童対策地域協議会にお伺いします

問６　貴地域協議会において、要保護(要支援)登録児童への対応方針の検討や進捗管理はどのように実施

　　されてますか。

要保護(要支援)児童 １．実務者会議で検討

への具体的な対応方針 ２．個別ケース検討会議で検討

の検討の場 ３．その他(具体的に

　　　

要保護(要支援)児童 １．実務者会議で検討

への対応に関する進捗 ２．個別ケース検討会議で検討

管理の場 ３．その他(具体的に

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　

　→確認を行う時期　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

４．その他　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

９．その他　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
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問７　貴地域協議会では、要保護(要支援)児童の中に｢ヤングケアラー｣と思われる子どもがいた場合、

　　下記のようなことについてどのように対応されてますか(対応することを決めていますか。)

｢ヤングケアラー｣と思わ １．他の要保護(要支援)児童と同じ対応

れる子どもへの対応方針 ２．他の要保護(要支援)児童とは別に決めている

　　　　　　　　　　　　

　ヤングケアラーへの対応に関するアンケート調査(あてはまるもの１つに○)

※ここでは進行管理の責任 ４．特に決まっていない

主体のことを指します

｢ヤングケアラー｣と思われ １．他の要保護(要支援)児童と同じ対応

る子どもに対して、今後の ２．他の要保護(要支援)児童とは別に決めている

対応等に関して意向把握を

する人(部署･機関)※

(あてはまるもの１つに○) ４．特に決まっていない

※ここでは必要な支援を主に

行う機関のことを指します

｢ヤングケアラー｣と思われる１．ある

子どもへの対応のため、学

校との連携で工夫されてい ２．特にない

ることがありますか。

(あてはまるもの１つに○)

｢ヤングケアラー｣と思わ

れる子どもへの対応のた
１．ある

医療機関(※)との連携で

工夫されていることがあり ２．特にない

ますか。

(あてはまるもの１つに○)

※ここでの医療機関とは､ケアの対象者が、医療的ケアが必要(精神疾患、依存症)などで､ケア対象者

　自身が通っている医療機関のことを指し、子ども本人が通っている医療機関ではありません

｢ヤングケアラー｣と思われ １．ある

る子どもへの対応のため、

通訳など日本語ができない ２．特にない

保護者等への支援を行う関

系機関との連携で工夫され

ていることがありますか。

(あてはまるもの１つに○)

　→(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　)

３．その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　)

　→(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　)

３．その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　)

　→(具体的に：　　　　　　　　　　　　　)

３．その他(　　　　　　　　　　　　　　　)

　→(具体的に：　　　　　　　　　　　　　)

３．その他(　　　　　　　　　　　　　　　)

　→(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　)

３．その他(具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　)
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貴地域協議会や自治体におけるヤングケアラーに対する取組についておたずねします

問８　｢ヤングケアラー｣と思われる子どもの有無にかかわらず、貴地域協議会を設置している

　　市区町村名で、ヤングケアラーに関する取組みを行っていますか。あてはまるものすべてに○

　　をつけてください。１～８を回答された場合は、下表に選択肢番号とその具体的な内容を　　　　　　　　　　　　

　ヤングケアラーへの対応に関するアンケート調査

　　あればお答えください。

１．広報紙やパンフレット、ポスターなどによる啓発

２．一般市民向けのヤングケアラーに関する講演会の開催

３．教育委員会等でのヤングケアラーの実態把握・調査

４．関係機関･団体とのネットワーク･連携体制の強化

５．関係機関･団体とのヤングケアラーに関する勉強会や研修の実施

６．ヤングケアラー(元ヤングケアラー含む)への相談支援の実施

７．ヤングケアラー(元ヤングケアラー含む)同士の交流の場の提供

９．特にしていない

【選択肢１～８を回答された方】

選択肢番号

うち、今年度から実施している取組があれば、お答えください。

回答

具体的内容

８．その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
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　　　貴地域協議会におけるヤングケアラーの早期発見や支援などについておたずねします

問９　貴地域協議会において、相談、通告のあった子どもや登録されている子どもが｢ヤングケア

　　ラー｣である可能性を早期に確認する上で、課題に感じることはなんですか。(あてはまるもの

　　すべてに○)　　　　　　　　　　　　

　ヤングケアラーへの対応に関するアンケート調査１．地域協議会の構成職員において、｢ヤングケアラー｣の概念や支援対象としての認識が不足している

２．既存のアセスメント項目では、学校での様子について踏み込んだ把握ができない

３．既存のアセスメント項目では、日常生活の様子について踏み込んだ確認ができない

４．介護や障害等の課題に関して、各関係機関や団体などとの情報共有が不足している

５．虐待などに比べ緊急度が高くないため、｢ヤングケアラー｣に関する実態の把握が後回しになる

６．家族内のことで問題が表に出にくく、子どもの｢ヤングケアラー｣としての状況の把握が難しい

７．ケアマネやCW、学校の先生など関係機関や団体の職員等において｢ヤングケアラー｣の概念や支援対象

　　としての認識が不足している

８．ヤングケアラーである子ども自身やその家族が｢ヤングケアラー｣という問題を認識していない

問１０　貴地域協議会において、｢ヤングケアラー｣と思われる子どもに対して支援をする際に、

　　　課題として考えられることはなんですか。(あてはまるものすべてに○)

１．子ども自身がやりがいを感じていたり、自身の状況を問題と認識しておらず、支援を求めない

２．家族や周囲の大人に子どもが｢ヤングケアラー｣である認識がない

３．保護者が子どもへの支援に同意しない

４．要保護児童対策地域協議会の関係機関･団体において、ヤングケアラーに関する知識が不足している

５．学校など関係機関との情報共有などネットワークの構築が不十分

６．福祉分野や教育分野など複数の機関またがる支援が必要となるが、そうした支援のコーディネートを

　　できる人材が地域協議会にいない

７．既存の公的サービスやインフォーマルサービスでは、利用できるものがなく、具体的な支援方策を検討

　　しにくい

９．その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

８．その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

5



問１１　貴地域協議会では、｢ヤングケアラー｣と思われる子どもへの対応として、学校やケアが必要な

　　　家族の関係機関等に期待することは何ですか。自由に記載ください。

〈学校、教育委員会に対して期待すること〉

　　　　　　　　　　　　

　ヤングケアラーへの対応に関するアンケート調査

〈児童相談所に対して期待すること〉

〈ケアが必要な家族に関わっている機関に対して期待すること〉

　うち、保育所･幼稚園などに対して期待すること(きょうだいの世話をしているヤングケアラー等の支援)

　うち、保健センターに対して期待すること(きょうだいの世話、精神疾患の家族の世話をしている

　ヤングケアラー等の支援)

　うち、ケアマネなどに対して期待すること(高齢や認知症の家族介護等をしているヤングケアラー等の支援）

　うち、相談支援事業所などに対して期待すること(精神疾患の家族の世話をしているヤングケアラー等の支援)

　うち、医療機関などに対して期待すること(精神疾患等の家族の世話をしているヤングケアラー等の支援)
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問１２　貴地域協議会では、｢ヤングケアラー｣と思われる子どもへの対応として、次年度(令和４

　　　年度)に折り組む予定のものはありますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。１～

　　　８を回答された場合は、可能ではれば下表に選択肢番号とその具体内容をわかる範囲でお教え

　　　ください。

　　　　　　　　　　　　

　ヤングケアラーへの対応に関するアンケート調査２．一般市民向けのヤングケアラーに関する講演会の開催

３．教育委員会等でのヤングケアラーの実態把握・調査

４．医療機関･団体とのネットワーク･連携体制の強化

５．医療機関･団体とのヤングケアラーに関する勉強会や研修を実施

６．ヤングケアラー(元ヤングケアラー含む)への相談支援の実施

７．ヤングケアラー(元ヤングケアラー含む)同士の交流の場の提供

８．その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

９．現時点では、予定していない

【選択肢１～８を回答された方】

選択肢番号 具体的内容
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同封の『｢ヤングケアラー｣の早期発見のためのアセスメントシート』についておたずねします

問１３　現在、貴地域協議会において、｢｢ヤングケアラー｣の早期発見のためのアセスメントシ

　　　ート｣を使用されていますか。(あてはまるもの１つに○)

　　　　　　　　　　　　

　ヤングケアラーへの対応に関するアンケート調査                                       　  b.　貴相談所の状況に合わせて項目をアレンジして使用している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒具体的に(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

２．使用していない

                                        

３．アセスメントシートを把握していない

※｢１．使用している｣を回答された協議会のうち、｢ｂ．貴協議会の状況に合わせて項目をアレ

ンジして使用している｣と回答された地域協議会のみなさま

貴地域協議会にて使用されているアセスメントシートをいただくことが可能でしたら、

様式１部を添付していただけますと幸いです。

～調査は以上です～

～御協力ありがとうございました～
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